
町の人口
（45年目月末日現在）

人　口　27，39ｇ
男　13，319
女　14，080

世帯数　7，330
前月との比較
人口土0　　世帯＋1
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毎月一回各家庭に配布
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勤
労
者
の
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を

謹
ん
で
新
春
の
お
よ
ろ
こ
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

月
日
の
た
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
昭

和
四
十
五
年
二
月
下
旬
に
就
任
し
て
以

来
、
夢
の
よ
う
に
は
や
十
ケ
月
は
過
ぎ

昭
和
四
十
六
年
の
新
春
を
む
か
え
ま
し

た
。昨

年
中
は
町
政
に
慣
れ
ず
町
民
皆
様

に
ど
迷
惑
を
お
か
け
致
し
た
こ
と
と
存

じ
ま
す
が
、
皆
様
の
渾
い
ご
理
解
と
ご

指
導
に
よ
り
ま
し
て
ど
う
に
か
そ
の
費

を
果
し
っ
つ
あ
る
こ
と
は
、
ひ
と
え
に

水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

議
会
議
艮
諸
貴
並
び
に
町
民
皆
様
の
ご

支
援
の
賜
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

太
年
も
昨
年
同
様
「
勤
労
者
の
住
み

よ
い
町
づ
く
り
」
と
い
う
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
と
致
し
た
い
考
え
で
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
年
の
財
政
は
次

の
理
由
に
よ
り
ま
し
て
は
な
は
だ
苦
し

い
状
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

産
炭
地
域
に
お
け
る
宿

命
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ

れ
に
よ
り
ま
し
て
本
町
に
対
す
る
地
方

交
付
税
は
相
当
額
の
減
と
な
り
町
財
政

は
ま
す
ま
す
苦
し
く
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
か
か
る
状
態
の
中
で
、
補
助
率
の

高
い
諸
事
業
を
主
に
実
施
し
町
の
発
展

を
推
進
致
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。ま

ず
福
祉
行
政
と
し
て
は
、
第
一
保

育
所
が
老
朽
し
、
種
々
不
便
を
感
じ
て

お
り
ま
す
の
で
、
過
疎
地
域
対
策
緊
急

措
置
法
に
よ
り
ま
し
て
、
現
水
巻
中
学

校
グ
ラ
ン
ド
北
側
に
移
転
改
築
す
べ
く

昭
和
四
十
五
年
十
月
に
行
な
わ
れ
ま
努
力
致
し
て
お
り
ま
す
。

た
国
勢
湘
蚕
の
結
果
、
本
町
の
人
口
は

二
万
六
千
九
百
七
十
四
人
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
昭
和
二
十
二
年
の
人
口
は

二
万
八
千
二
百
六
十
八
人
で
あ
り
、
比

較
し
て
み
ま
す
と
一
千
二
百
八
十
四
人

の
減
と
な
っ
て
お
り
、
昭
和
四
十
年
度

の
三
万
九
百
三
十
五
人
と
比
較
し
て
み

ま
す
と
、
三
千
九
百
六
十
一
人
の
減
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
エ
ネ
ル
ギ

教
育
施
設
の
整
備
と
し
て
は
、
水
巻

中
学
校
お
よ
び
机
小
学
校
の
防
音
工
事

を
引
き
続
き
行
な
い
、
新
た
に
猪
熊
小

学
校
の
防
音
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

道
路
の
整
備
舗
装
、
と
く
に
足
元
道

路
の
舗
装
に
つ
い
て
は
財
政
の
許
す
範

囲
実
行
致
す
積
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

住
宅
対
策
と
し
て
は
、
現
在
吉
田
地

区
に
お
け
る
改
良
住
宅
は
予
定
通
り
進

行
し
昭
和
四
十
六
年
度
も
一
百
二
十
戸

程
度
建
築
の
運
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す

吉
田
地
区
の
一
部
に
住
宅
供
給
公
社

に
よ
る
分
譲
住
宅
、
そ
の
他
県
営
住
宅

を
適
地
逮
定
の
上
訴
敦
に
努
力
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
町
の
最
も
悩
み
と
し
て
お
り
ま
す

上
水
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
一
期
拡

張
計
画
の
工
事
も
進
み
、
完
成
し
ま
す

と
北
九
州
市
水
道
よ
り
給
水
を
受
け
、

青
田
地
区
の
一
部
、
鯉
口
区
、
中
央
区

な
ど
の
地
区
に
送
水
が
可
能
と
な
り
ま

す
。そ

の
他
堀
川
パ
ィ
プ
送
水
に
よ
る
農

業
用
水
の
確
保
、
曲
川
改
修
、
曲
川
堀

川
の
抜
本
対
策
、
組
合
消
防
の
設
置
、

し
尿
処
理
施
投
の
増
設
な
ど
種
々
の
問

題
が
山
積
み
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
渚
問
題
に
つ
い
て
は
誠
意
を
も
っ
て

解
決
に
ま
い
逸
す
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま

す
。
終
り
に
本
年
度
も
町
民
皆
様
の
ご

指
導
ど
督
励
の
程
切
に
お
願
い
し
ま

す
。

住
民
福
祉
の
向
上
を

水
巻
町
議
会
議
轟
　
粟
　
川
　
正
　
雄

た
り
、
皆
様
の
ご
滑
福
と
ど
繁
栄
を
心

か
ら
お
祈
り
致
し
ま
す
。

私
は
昨
年
二
月
入
江
前
議
長
の
辞
職

に
伴
い
議
員
各
位
の
ど
推
挙
に
よ
り
、

図
ら
ず
も
再
度
議
長
に
就
任
し
ま
し
た

が
、
そ
の
後
議
会
の
円
満
な
運
営
と
町

政
の
伸
展
に
徽
力
を
つ
く
し
て
ま
い
り

町
民
の
皆
様
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
大
過
な
く
越
年

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
希
望
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
　
こ
れ
は
ひ
と
え
に
皆
様
の
ど
支
援
と

ど
協
力
の
た
ま
も
の
と
心
か
ら
感
謝
の

意
を
表
す
る
次
舞
で
あ
り
ま
す
。

す
で
に
ご
承
知
の
よ
う
に
本
町
は
産

炭
地
町
村
と
し
て
財
政
力
の
低
下
を
は

じ
め
数
多
く
の
問
題
が
山
積
し
て
お
り

ま
す
。昭

和
四
十
五
年
十
月
に
行
な
わ
れ
ま

し
た
国
勢
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
本
町

の
人
口
は
、
二
万
七
千
人
弱
と
十
年
前

の
三
万
五
千
人
に
く
ら
ぺ
大
幅
に
減
少

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
町

民
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
ご
ろ
町
政
に
対

す
る
ど
不
満
や
ど
要
望
が
数
多
く
お
あ

り
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

町
政
の
遠
を
に
な
う
私
意
会
は

皆
様
の
ど
要
望
に
こ
た
え
る
ぺ
く
、
日

夜
努
力
を
重
ね
ひ
と
つ
ひ
と
つ
問
題
の

解
決
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
統
一
地
方
迦
挙
が
行
な
わ
れ

ま
す
が
、
私
達
聾
竺
同
四
月
ま
で
の

残
任
期
間
を
住
民
福
祉
の
向
上
と
町
勢

の
伸
展
の
た
め
更
に
努
力
い
た
す
所
存

で
あ
り
ま
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
皆
様

の
い
っ
そ
う
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し

ま
す
。

「
対
話
」
と
「
調
和
」

水
巻
町
教
育
委
員
会
委
員
長
　
吉
　
田
　
久
　
敏

み
な
さ
ん
、
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

昭
和
四
十
六
年
の
新
春
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
町
民
の
み
な
さ
ま
に
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
が
で
き
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

顧
り
み
ま
す
と
昭
和
四
十
五
年
は
安

保
七
十
年
、
万
国
博
、
商
度
経
済
成
長

ま
し
た
。

昭
和
四
十
五
年
の
わ
が
国
の
社
会
の

進
展
、
経
済
の
成
長
は
め
ざ
ま
し
く
、

輝
し
い
成
果
を
収
め
た
反
面
、
多
く
の

ひ
ず
み
が
生
じ
、
と
く
に
社
会
人
と
し

て
の
連
帯
感
の
欠
如
や
人
間
疎
外
感
が

著
し
く
、
極
端
な
主
義
主
張
の
対
立
は

直
ち
に
暴
力
化
す
る
傾
向
は
ま
こ
と
に

困
っ
た
風
潮
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
人
間
に
の
み
与
与
ら
れ
た
「
話

す
」
と
い
う
こ
と
、
即
ち
「
対
帯
」
は

今
が
必
要
な
時
機
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
も
現
実
を
ふ
ま
え
て
、
相
手
の
立
場

を
考
え
自
己
の
立
場
を
わ
き
ま
え
る
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
七
十
一
年
は
七
十
年

適
し
、
す
べ
て
に
「
璃
和
」
の
と
れ
た

社
会
に
、
よ
り
近
づ
く
よ
う
努
力
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
調
和
と
は
、
①

物
事
が
よ
く
と
と
の
い
お
さ
ま
っ
て
い

る
。
⑧
つ
り
あ
い
が
よ
く
と
れ
て
い
る

と
い
う
意
味
で
す
。
ま
た
紺
と
い
う
字

の
つ
く
り
、
周
は
口
の
き
き
方
が
慎
重

で
、
相
手
の
気
持
ち
も
よ
く
聞
く
こ
と

に
よ
っ
て
互
い
に
柔
ら
ぎ
、
お
だ
や
か

に
な
る
の
で
す
。

こ
の
調
和
の
精
神
を
学
ぶ
こ
と
に
よ

っ
て
、
真
の
平
和
な
民
主
的
な
社
会
を

建
没
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
信
じ

ま
す
。
1

教
育
も
恵
ま
れ
た
施
設
、
設
備
と
有

能
な
教
職
員
者
に
よ
っ
て
、
次
代
を
に

な
う
背
少
年
の
健
全
育
成
が
果
た
せ
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
幸
い
本
町
の
学
校

い
ど
支
援
と
ど
理
解
に
よ
り
着
々
と
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
施
設
を
充
分
活
用
し
、
教
職
関

係
者
が
自
覚
と
誇
り
と
情
熱
を
も
っ
て

子
供
の
教
育
に
直
進
す
る
こ
と
と
存
じ

ま
す
。次

に
本
町
教
育
方
針
の
中
に
社
会
体

育
の
推
進
と
強
化
を
あ
げ
、
と
く
に
日

ご
ろ
ス
ポ
ー
ツ
に
恵
ま
れ
な
い
壮
年
層

に
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
を
実
施
し
、
多
数
の
ご
参

加
を
得
た
こ
と
は
本
町
社
会
体
育
の
今

後
に
大
き
な
燈
明
を
見
た
貴
び
を
感
じ

ま
し
た
。

社
会
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
公

民
飴
、
各
地
域
の
ど
協
力
な
し
に
は
進

展
し
え
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
多
大
の
ど

理
解
と
ど
支
援
を
お
願
い
し
、
最
後
に

水
巻
町
民
の
方
々
の
ど
健
康
と
ど
発
展

等
∴
こ
と
に
あ
わ
た
だ
し
い
年
で
あ
り
を
足
場
と
し
て
さ
ら
に
一
歩
大
き
く
前
施
設
、
成
傭
は
町
民
、
町
当
局
の
暖
か
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

．ｒｌ・
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心
身
障
害
者

扶

養

共

済

制

度

福
岡
県
で
心
身
障
害
児
（
者
）
を
扶

養
し
て
い
る
方
々
に
万
一
の
こ
と
が
生

じ
た
場
合
、
残
さ
れ
た
方
や
子
供
さ
ん

の
生
活
の
不
安
を
な
く
す
た
め
に
、
心

身
障
壁
暑
扶
養
共
済
制
度
（
任
意
）
が

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

て
加
入
資
格

①
現
在
心
身
障
害
児
（
者
）
を
扶
養

さ
れ
て
い
る
人
で
福
岡
県
内
居
住

者
。

⑧
原
則
と
し
て
四
十
五
才
未
満
の
人

を
対
象
と
し
ま
す
が
、
本
年
度
に

つ
い
て
は
一
月
二
十
五
日
ま
で
完

全
付
着
願
を
役
場
に
振
出
し
た
人

は
六
十
五
才
ま
で
加
入
出
来
ま
す

⑳
加
入
し
よ
う
と
す
る
人
が
、
現
在

健
康
な
状
態
に
あ
る
こ
と
。

二
、
掛
金

加
入
者
が
三
十
五
才
未
満
の
場
合

月
額
一
千
円

加
入
者
が
三
十
五
才
以
上
四
十
五

才
未
満
の
場
合
、
月
額
一
壬
二
百

円加
入
者
が
四
十
五
才
以
上
の
場
合

月
額
一
千
五
百
円

・
掛
金
は
毎
月
十
五
日
ま
で
に
納
入
通

知
書
に
よ
り
、
県
指
定
銀
行
に
払
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

・
掛
金
埜
一
ケ
月
以
上
滞
納
す
る
と
自

動
的
に
こ
の
制
度
か
ら
脱
退
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

・
二
十
年
以
上
引
続
い
て
加
入
し
て
お

り
、
か
つ
六
十
五
才
以
上
に
な
っ
た

場
合
、
以
後
掛
金
を
納
め
な
く
と
も

万
石
場
合
は
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

三
、
年
金
額

加
入
者
が
死
亡
し
た
り
、
廃
疾
に

な
っ
た
場
合
は
、
残
さ
れ
た
心
身
障

害
児
（
者
）
に
、
生
存
期
間
中
月
額

二
万
円
の
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

四
、
弔
慰
金

心
身
障
害
児
（
者
）
が
死
亡
し
た

場
合
は
二
万
円
の
弔
慰
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
（
但
し
一
年
以
上
の
加
入

嘉
の
場
合
で
す
）

五
、
補
助
金

町
で
は
次
の
と
お
り
掛
金
の
補
助

を
い
た
し
ま
す
。

・
生
清
保
護
者
は
全
額

・
前
年
度
の
町
民
税
非
課
税
世
帯
は

半
額

・
前
年
度
の
町
民
税
均
等
割
課
税
世

帯
は
三
割

六
、
加
入
資
格

・
身
体
障
害
児
三
級
以
上
（
四
級
で

特
に
三
級
と
同
等
の
証
明
が
と
れ

る
者
）

・
心
障
児
　
特
殊
学
級
在
学
者
を
含

む
。

そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
を
知
り
た
い

人
は
役
場
厚
生
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て

く

だ

さ

い

。

　

　

（

⑳

0

6

3

1

）

、

水
道
管
が
凍
っ
た
ら

町
消
防
職
員
採
用
試
験

寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
水
道
管
の

凍
緒
を
防
ぐ
た
め
露
出
管
に
冬
じ
た
く

を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
近
に
あ
る
縄
、
布
切
等
を
水
道
管

に
ま
き
つ
け
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
ビ
ニ

ー
ル
テ
ー
プ
等
を
ま
き
つ
け
て
く
だ
さ

ヽ
一
〇

－
し
Ｖ

朝
か
ら
水
道
管
が
凍
っ
て
炊
事
用
の

水
が
出
な
い
と
き
は
次
の
よ
う
な
こ
と

が
、
よ
く
家
庭
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

①
火
で
温
め
る

③
叩
く

㊦
熱
湯
を
か
け
る

∂
ジ
ャ
グ
チ
を
無
理
に
ま
わ
す

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
や
め
て
く
だ
さ
い

急
に
温
め
た
り
、
あ
る
い
は
無
理
な

方
法
で
水
を
早
く
出
そ
う
と
す
る
と
、

水
道
管
の
破
規
を
招
く
原
因
と
な
り
ま

す
。
水
道
の
水
が
凍
っ
た
と
き
の
応
急

処
匿
は
、
ま
ず
無
理
に
ジ
ャ
グ
チ
を
ひ

ね
ら
ず
、
ジ
ャ
グ
チ
や
菅
が
割
れ
て
い

な
い
か
た
し
か
め
し
ま
し
ょ
う
。
も
し

破
れ
て
い
た
ら
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。
水
が
噴
き
出
し
て
い
る
場
合
は

止
水
栓
で
水
を
止
め
て
か
ら
修
理
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。
修
理
の
申
し
込
は

役
場
水
道
係
で
す
。

町
で
は
次
の
と
お
り
消
防
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

て
採
用
人
員
及
性
別
　
四
名
Ｙ
男

二
、
資
格
　
満
十
八
才
か
ら
満
二
十
五

才
（
日
本
国
籍
）
、
身
長

体
重
、
視
力
、
聴
力
な
ど

に
制
限
あ
り
。
水
巻
町

在
住
者
又
は
採
用
後
水
巻

町
に
居
住
で
き
る
人
。

三
、
試
験
内
容
　
学
科
・
面
接
・
体
力

四
、
受
付
期
間
　
昭
和
四
十
六
年
月
一

七
日
～
同
月
十
四
日

五
、
受
付
場
所
　
水
巻
町
消
防
本
部

六
、
提
出
書
類
及
問
い
合
わ
せ
先

水
巻
町
消
防
署
に
問
い
合

わ
せ
の
上
箆
出
（
①
三
〇
〇
Ｄ

☆
待
遇
、
報
酬
な
ど
に
つ
い
て
は
、
町

職
風
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
消
防

職
）
に
よ
る
給
与
を
支
給
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
消
防
署
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

一
月
二
十
日
ま
で
に

申

予
防
按
種
事
故
の
救
済
措
置
が
き
ま

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
、
一
月
二
十
日
ま

で
に
町
役
場
厚
生
棟
保
健
衛
生
係
へ
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
対
象
と
な
る
予
防
接
種

○
定
期
接
種

種
痘
、
膿
パ
ラ
チ
フ
ス
、
百
日

セ
キ
、
ジ
フ
テ
リ
ヤ
、
小
児
マ

ヒ
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ

し

　

出

　

を

○
臨
時
接
種

種
痘
、
コ
レ
ラ
、
発
し
ん
チ
フ

ス
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ

Ｏ
任
意
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
保
育
所
、

幼
稚
園
、
小
中
学
校
に
か
よ
っ

て
い
る
人
の
接
種
分
）
、
日
本

脳
炎
（
生
後
六
ケ
月
～
十
五
才

五
十
五
才
⊥
ハ
十
四
才
の
人
で

接
種
さ
れ
た
方
）

※
事
故
と
そ
の
措
置

○
予
防
接
種
の
副
反
応
と
認
め
ら
れ

る
病
気
に
か
か
り
（
通
常
発
生
す

る
硬
結
、
腫
脹
、
発
赤
、
発
熱
、

と
う
痛
等
を
除
く
）
、
現
在
医
療

を
必
要
と
し
て
い
る
人
に
は
医
療

費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
副
反
応
が
原
因
で
後
遺
症
を
残
し

て
い
る
場
合
に
は
後
遺
症
一
時
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
死
亡
し
た
人
に
対
し
て
は
、
配
偶

者
、
子
、
父
母
の
順
で
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

まっすぐ立てるかしら

れでもこわごわと氷の上へ

しりもちばかりついてい

る子。

手すりみかき専門の子。

それでも帰るころにはど
うやらすべれるようになり

ましブこ。

県
　
立
　
看
　
護

専
門
学
校
設
立

昭和45年12月20日、メＬ和

スポーツガーデンで町内の
′Ｊ＼学生130人カｉ参加して、

スケート教室が開かれまし

た。

初めてスケート靴をはい

た子はまっすぐ立つことが

できるかしらと心配顔。そ

保
健
婦
、
助
産
婦
、
看
護
婦
の
教
育

機
関
と
し
て
県
立
の
看
護
専
門
学
校
が

昭
和
四
十
六
年
四
月
か
ら
太
宰
府
町
に

開
校
さ
れ
る
予
定
で
す
。

て
暫
受
付
期
間
　
昭
和
四
十
六
年

一
月
五
日
か
ら
同
月
二
十
日
ま
で

二
、
試
験
期
日
　
昭
和
四
十
六
年
二
月

中
旬

三
、
試
験
内
容

⑦
筆
記
試
験

⑰
授
業
料
　
月
型
ハ
百
五
十
円
の
予

定

⑧
教
科
書
　
図
寮
費
約
二
万
五
千
円

程
度

五
、
寄
宿
舎

⑦
入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
は
希
望
に

よ
り
入
会
可

⑧
寄
宿
会
費
　
不
要

㊦
食
賓
　
実
費
徴
収
の
予
定

※
そ
の
他
細
部
に
つ
い
て
は
次
の
と
こ

ろ
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

⑦
遠
賀
保
健
所
　
⑳
四
二
ハ
一

㊥
福
岡
県
衛
生
部
医
務
課

（
0
9
2
）
－
⑲
二
二

の
福
岡
県
立
公
衆
衛
生
看
護
学
校

（
0
9
2
）
－
⑭
三
四
九
「

現
在
の
民
主
政
治
で
は
、
主
権
は
常
な
願
い
を
託
し
て
ひ
と
り
ひ
と
り
が
政

で
処
理
す
る
と
い
う
地
方
自
治
の
精
神
な
代
表
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

に
私
た
ち
国
民
の
手
に
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
国
民
と
し
て
国
会
議
員

（
衆
議
院
議
員
、
参
議
院
議
員
）
を
選

び
、
住
民
と
し
て
地
方
公
共
団
体
の
首

長
（
県
知
事
、
市
町
村
長
）
や
議
会
の

議
員
（
県
諌
会
議
輿
市
町
村
韓
会
議

展
）
を
そ
れ
ぞ
れ
選
挙
に
よ
っ
て
遍
定

す
る
権
利
、
す
な
わ
ち
参
政
梅
を
有
し

て
お
り
ま
す
。

選
挙
は
、
民
主
政
治
の
基
礎
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
参
政
権
を
み
ん
な
が
正
し
く
行

使
す
る
こ
と
は
民
主
政
治
を
成
長
さ
せ

る
た
め
に
最
も
憲
要
な
こ
と
で
あ
り
、

選
挙
こ
そ
私
た
ち
の
「
あ
す
の
生
活
」

「
あ
す
の
政
治
」
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま

治
に
参
加
す
る
道
な
の
で
す
。

に
立
っ
て
、
そ
の
地
方
の
行
政
を
担
当

私
た
ち
は
、
誰
で
も
平
和
な
世
の
中
す
る
茸
任
者
お
よ
び
代
表
を
選
ぶ
も
の

し
あ
わ
せ
な
暮
ら
し
、
そ
し
て
私
た
ち
で
あ
り
、
料
た
ち
の
住
ん
で
い
る
郷
土

の
郷
土
や
国
の
発
展
を
噸
わ
ず
に
は
い
の
政
治
は
、
直
接
私
た
ち
の
身
近
な
生

地
方
♭
γ
】

鍋
等
前
に
し
て

ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
を
生
み
出
す
も
の
は
明
る
く
正

し
．
い
政
治
で
す
。

地
方
遜
革
は
、
地
方
に
関
す
る
こ
と

が
ら
を
地
方
の
住
民
が
自
分
た
ち
の
手

活
に
つ
な
が
る
重
要
な
意
味
を
も
っ
て

お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
機
会
に
主
権
者
と

し
て
自
主
的
に
各
自
の
正
し
い
良
識
で

私
た
ち
は
、
政
治
と
生
活
、
選
挙
と

政
治
と
い
う
関
係
を
よ
く
理
解
し
て
、

私
た
ち
一
人
一
人
が
つ
ね
日
ご
ろ
か
ら

政
治
、
選
挙
に
つ
い
て
の
は
っ
き
り
し

た
考
え
を
も
つ
よ
う
に
努
め
る
こ
と
か

腑
要
で
す
。

そ
し
て
「
明
る
く
正
し
い
選
挙
」
は

ま
ず
選
挙
の
ル
ー
ル
を
知
り
こ
れ
を
守

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

候
補
者
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
従
っ
て
堂
々
と
選
挙
を
行
な
い
、
私

た
ち
は
静
か
に
候
補
者
の
政
見
や
抱
負

を
聞
き
、
ま
た
こ
れ
ら
の
人
々
の
運
動

の
や
り
方
な
ど
に
注
意
し
て
み
ん
な
で

選
挙
法
を
守
り
、
明
る
く
正
し
い
選
挙

よ
り
よ
い
郷
土
の
建
設
の
た
め
に
立
派
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

年
末
年
始
の

交
通
安
全
運
動

年
末
年
始
に
は
車
が
混
雑
し
、
ま

た
酒
気
帯
び
運
転
の
ふ
え
る
時
期
に

あ
た
り
、
飲
酒
連
載
の
防
止
を
徹
底

さ
せ
る
と
と
も
に
、
子
供
と
老
人
を

交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
の
連
動
で

す
。

☆
実
施
期
間

昭
和
四
十
五
年
十
二
月
二
十
日
か

ら
昭
和
四
十
六
年
一
月
十
日
ま
で

☆
重
点
目
標

①
飲
酒
運
転
の
防
止

③
子
供
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止

家
族
そ
ろ
っ
て
明
る
い
新
年
を
迎

え
る
た
め
主
婦
が
中
心
に
な
っ
て
、

家
族
ぐ
る
み
で
正
し
い
交
通
ル
ー
ル

を
辞
し
合
い
、
交
通
事
故
を
お
こ
し

た
り
、
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

蘭
易
保
険
高

十
兆
円
突
破

「
手
軽
に
利
用
で
き
る
郵
便
局
の

生
命
保
険
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

る
簡
易
保
険
は
、
そ
の
総
契
約
高
が

昭
和
四
十
五
年
十
二
月
十
五
日
で
十

兆
円
を
突
破
し
ま
し
た
。

こ
の
十
兆
円
は
保
障
力
の
大
き
さ

を
示
し
、
み
な
さ
ま
方
の
く
ら
し
を

防
衛
す
る
と
り
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
創
業
以
来
五
十
四
年
、
わ
た
く

し
た
ち
の
身
近
な
生
活
環
境
（
住
宅

学
校
、
道
路
）
や
、
く
ら
し
を
守
り

つ
づ
け
て
き
た
簡
易
保
険
は
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
国
民
の
生
活
に
密
着

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
簡
易
保
険
は
、
そ
の

契
約
高
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
広

く
国
民
全
体
の
福
祉
向
上
に
役
立
つ

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
折
尾
郵
便

局
で
は
、
た
だ
今
十
兆
円
突
破
記
念

の
増
強
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
か

ら
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
ど
理
解
と
ど

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

慈

善

ク

リ

ス

マ

ス

パ

ー

テ

ィ

昭
和
四
十
五
年
十
二
月
二
十
日
町

民
会
館
で
、
水
巻
町
青
年
団
体
協
議

会
が
主
催
す
る
馨
ク
リ
ス
マ
ス
パ

ー
テ
ィ
ー
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

百
数
十
名
の
若
い
男
女
が
参
加
し

会
場
は
若
さ
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や
社
交
ダ
ン
ス

等
も
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
は
抽
適

会
が
あ
り
、
嘉
ち
が
い
で
は
ず
れ

た
人
の
残
念
そ
う
な
喚
声
が
あ
が
り

、
会
場
は
笑
い
の
う
ず
に
ま
き
こ
ま

従
業
員
募
集

・
会
社
名
株
式
会
社
豊
沢
産
業

・
募
集
人
見
十
名
（
男
五
名
、
女

五
名
）

・
学
歴
年
令
　
学
歴
は
問
わ
な
い
。

六
十
才
未
満

・
勤
務
時
間
　
八
時
～
十
六
時
三
十

分

・
資
金
（
日
当
）
男
千
六
百
円
⊥
ｌ
一

千
二
百
円
、
女
千
円

～
千
二
百
円

・
各
種
保
険
あ
り

・
賞
与
　
年
二
回
支
給

・
事
業
内
容
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品

製
造

・
場
所
　
頃
未
（
オ
リ
エ
ン
タ
ル
メ

タ
ル
工
場
横
）

・
履
歴
睾
持
参
、
面
談
の
上
採
用
決

定
し
ま
す
。
（
⑳
四
二
八
五
）


